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はじめに 

 

長きにわたり続いたコロナという経験のない災禍のもとで、少子化・高齢者世帯や一人暮らし

高齢者の増加、コロナ禍による孤立等からの生活不安は増大し深刻化しました。そして、その背

景には、地域社会の繋がりや、地域に対する関心の希薄化の問題があります。 

このような状況の中、令和４年度も「第３次津市地域福祉活動計画」に基づき誰もが安心して

暮らせるまちづくりの実現に向け、地区社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会、関係機関や

各福祉団体、津市との連携を深め各種事業の推進に取り組みました。 

生活支援分野においては、効率的かつ効果的な経営等のため、拠点化を推進し２拠点体制とし

事業の充実を図りました。 

地域福祉分野においては、地域福祉事業にかかるエリア設定を行い、これまで以上に地域に寄

り添い支援が進められるようにエリア単位での事業展開を図りました。エリアや支部のガバナン

スの強化並びに職員の意識改革・意欲向上を図るため、各エリアや複数の業務を所管する総括的

支部については、管理職（支部長職）を配置し権限を強化しました。 

また、本会の経営基盤の強化と事業の充実を図るには、財政基盤の強化が不可欠であることか

ら、健全経営に向け、各種事業の見直しや多角的な資金の調達を図るため、新たにファンドレイ

ジングの取組みをはじめました。 

以下、令和４年度の事業計画に掲げた重点目標の推進状況や事業区分ごとの取組みについて報

告します。 
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重点目標 

 

１ 経営基盤の強化 

安定的かつ効果的な地域福祉の推進と持続可能な経営基盤の構築を図るため、「経営改善等

に関する方針」に基づき、組織体制の見直し（支部業務のエリア化、生活支援業務の拠点化等）

や、財務体質の改善に向けての取組み（津市との補助金・委託金の適正化に向けての協議、不

採算事業等の見極め・整理の推進、ファンドレイジングの推進に向けての取組み）等、各種の

経営改善に係る取組みを進めました。 

 

２ 地域の見守り体制の充実 

新型コロナウイルスの拡大が拍車をかけた人と人との繋がりの希薄化による孤立等の懸念

に対し、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し、早期発見・早期対応のための見守り活

動の充実に向け、福祉団体や関係機関等の多様な主体と連携を図り、令和３年度に作成した「見

守り・つながりガイドブック」等を活用しながら、それぞれの地域性に応じた見守り活動の推

進に取り組むとともに、研修会等の機会を通じ、「見守り活動」の重要性を再発信しました。 

  また、コロナ禍によって福祉活動が途切れてしまっていた地域においては、サロン等の「集

いの場」の活動再開に向けた支援を行う等、地域における繋がりづくりに取り組みました。 

  

３ 地域福祉教育の推進 

福祉協力校の指定や福祉出前講座を実施し、学校における福祉教育を支援しました。地域に

おいては、子どもの学習支援活動や子ども食堂への支援等、子どもに関する課題の解決に向け

た取組みを地域住民、ボランティア団体及び福祉団体等とともに進めました。また、地域の福

祉課題を地域住民と共有し、課題の解決に向けて住民と共に学びを深めることにより、福祉教

育を推進しました。 

 

４ 相談支援体制の充実 

高齢者や障がい者、生活困窮者等の様々な福祉課題・生活課題に対応し、地域住民の生活を

支えるため、保健・医療・福祉等の専門機関等と連携・協働し、課題解決に繋がる支援に努め

ました。 

また、事業の拠点化を進め、各種研修への参加を積極的に行うことで、相談支援体制の強化 

と専門性の向上を図りました。 
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事業報告 

Ⅰ 法人運営事業 

 

１ 円滑な法人運営【重点目標１関係】 

法人の意思決定や合意形成の場として、理事会・評議員会をはじめ、各種会議を開催して協

議・決定を行い、円滑な法人運営に努めました。 

また、法令等の改正に応じた本会規程等の改正を行い、その他の規程等についても適宜見直

しを行うことにより、法令遵守に努めました。 

財務面においては、恒常的に発生している経営赤字状態からの早期脱却を図るため、経営の

基本的な方針の見直しを行い、本会の主な財政援助元である津市との協議に臨みました。昨年

に引き続き、協議において「人事・経営管理に関する事項」、「職員定数管理」、「組織の活性化」、

「財務体質の改善、事業改革」といった法人構造の抜本的な見直しに係る項目の洗出しと改善

のための推進を行った結果、赤字改善に係る課題点を津市と共有することができ、結果として

受託事業に係る算定根拠の見直し等を実施していただくことができました。次年度以降につい

ても、引き続き、津市をはじめとする関係機関と、財務状況の改善へ向けた協議を継続してい

きます。 

（１）理事会・評議員会等の開催 

法人としての意思決定や合意形成の場としての理事会及び評議員会等の開催により、法人

の業務執行に関する事項を協議・決定しました。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面決議により開催した回もありました。 

ア 理事会の開催 

回数 開催日 開 催 場 所 

第１回 5月 6日（金） 開催を省略し、書面による同意を得ることにより、理事会の

決議があったものとみなされたもの（左記は決議があったも

のとみなされた日） 

第２回 6月 3日（金） 津市サンヒルズ安濃 

第３回 9月 13日（火） 津南防災コミュニティセンター 

第４回 12月 13日（火） 津市サンヒルズ安濃 

第５回 3月 14日（火） 津市サンヒルズ安濃 

※各理事会の審議事項及び出席者数は、巻末資料のとおりです。（Ｐ３８～４０） 

 

イ 評議員会の開催 

回数 開催日 開 催 場 所 

第１回 5月 24日（火） 開催を省略し、書面による同意を得ることにより、理事会の

決議があったものとみなされたもの（左記は決議があったも

のとみなされた日） 
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第２回 6月 27日（月） 津市芸濃庁舎 

第３回 9月 27日（火） 津市芸濃庁舎 

第４回 12月 23日（金） 津市サンヒルズ安濃 

第５回 3月 23日（木） 津市サンヒルズ安濃 

※各評議員会の審議事項及び出席者数は、巻末資料のとおりです。（Ｐ４０～４１） 

 

ウ 評議員選任・解任委員会の開催 

回数 開催日 開催場所 審議事項 

第１回 6月 16日（木） 津センターパレス ・社会福祉法人津市社会福祉協議会評

議員の選任について 

第２回 9月 26日（月） 津センターパレス ・社会福祉法人津市社会福祉協議会評

議員の選任について 

第３回 12月 21日（水） 津センターパレス ・社会福祉法人津市社会福祉協議会評

議員の選任について 

 

エ 監事会、内部監査の開催 

監査名 開催日 開催場所 監査事項 

内部監査 5月 13日（金） 津センターパレス ・令和３年度事業及び会計決算の監査

について 

監事監査 5月 19日（木） 津センターパレス ・令和３年度事業及び会計決算の監査

について 

 

（２）財政の健全化【重点目標１関係】 

ア 会員の加入促進による自主財源の確保 

貴重な自主財源である会費について、関係事業者及び各種福祉団体に対し、会員募集の

チラシを刷新して配付する等、積極的に周知・依頼を行い、加入促進を図ることで、前年

対比で会員数は増加となりました。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響から、例年

加入いただいている関係事業者等からの賛同が得られなかったケースもあり、前年対比で

金額は減少となりました。個人、団体等を合わせ５９０件（前年度実績５５０件）の賛同

を得て、会費納入金額は１，３０９，０００円（前年度実績１，３１９，０００円）であ

り、小地域福祉活動支援事業、心配ごと相談事業、外出支援サービス事業、地域福祉活動

計画推進及びボランティアセンター事業等の財源に活用しました。 

 件数 金額 

個人 ３９０件   ４３９，０００円 

団体・法人 ２００件   ８７０，０００円 

合計 ５９０件 １，３０９，０００円 

 

イ 各種基金・積立資産の安全な運用 

津市社会福祉協議会資金管理及び運用基準に基づき、大口定期貯金及び地方債により、
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元本保証性を最優先とした資産運用に努めました。 

 

ウ ファンドレイジングの推進 

社会福祉事業の振興のための資金調達（ファンドレイジング）の推進を図るため、

組織を横断してメンバーを集め準備チームを組織しました。専門家にアドバイザーと

して助言をいただきながら定例会議を開催する等、ファンドレイジング実践に向けた

準備を進めています。 

 

２ 人材育成【重点目標１関係】 

階層別研修については、令和４年度職員研修年間計画に基づき、入社後５年未満の職員と昇

格した職員に対する研修として、内部研修及び三重県社会福祉協議会の実施するキャリアパス

対応生涯研修に参加し、職員の資質向上に努めました。 

専門研修については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止になった研修もありまし

たが、インターネット環境を整えたことでオンライン開催での参加が可能となり、専門知識の

習得に繋がりました。 

普通救命講習については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から実施を見送りました。 

ア 階層別研修 

研修名 開催日 開催場所 内容、出席者数 

新任職員

研修 

（4月1日

及び5月1

日採用） 

4月 1日（金） 

～5日（火） 

津センターパレス ・就業心得、組織体制等について 

・会計の概要と予算管理について 

・地域福祉事業について  

・生活支援事業について 

・介護保険サービス事業について 

 内部講師：総務課・地域福祉課・生活

支援課・介護サービス課

職員 

（参加者数：4月 1日採用の職員４人） 

5月 2日（月） 

 ～9日（月） 

津センターパレス ・就業心得、組織体制等について 

・会計の概要と予算管理について 

・地域福祉事業について  

・生活支援事業について 

・介護保険サービス事業について 

内部講師：総務課・地域福祉課・生活

支援課・介護サービス課職

員 

（参加者数：5月 1日採用の職員１人） 

8月 30日（火） 津センターパレス ・人権研修「ハンセン病問題の歴史と課

題～問われるコロナ禍の人権～」 

 講師：三重インターナショナルス 

クール 岩脇宏二 氏 
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（参加者数：職員５人） 

1月 31日（火） 津センターパレス ・テーマ「チームワーク」 

内部講師：主事４年目職員 

 （参加者数：職員５人） 

一般職員

研修Ａ 

（主事Ａ） 

10月 18日（火） 津センターパレス ・職員としての基本姿勢について 

内部講師：総務課長 

（参加者数：職員 7人） 

一般職員

研修Ａ 

（主事Ｂ） 

1月 31日（火） 津センターパレス 前記 1月 31日（火）の新任職員研修の

講師を務める。 

 （参加者数：職員４人） 

一般職員

研修Ａ 

11月 16日（水） 

～17日（木） 

又は 

11月 29日（火） 

～30日（水） 

三重県社会福祉会

館 

・三重県社会福祉協議会のキャリアパ

ス対応生涯研修課程「初任者コース」

を受講 

（参加者数：職員３人） 

一般職員

研修Ｂ 

9月 8日（木） 

～9日（金） 

又は 

9月 14日（水） 

～15日（木） 

又は 

 9月 27日（火） 

  ～28日（水） 

三重県社会福祉会

館 

・三重県社会福祉協議会のキャリアパ

ス対応生涯研修課程「中堅職員コー

ス」を受講 

（参加者数：職員８人） 

一般職員

研修Ｃ 

8月 4日（木） 

～5日（金） 

三重県社会福祉会

館 

・三重県社会福祉協議会のキャリアパ

ス対応生涯研修課程「チームリーダ

ーコース」を受講 

（参加者数：職員１人） 

一般職員

研修Ｄ 

1月 26日（木） 

～27日（金） 

オンライン開催 ・三重県社会福祉協議会のキャリアパ

ス対応生涯研修課程「管理職員コー

ス」を受講 

（参加者数：職員２人） 

 

イ 専門研修 

研修名 開催日 開催場所 内容、出席者数 

専門研修 5月 24日（火） 津センターパレス

及びオンライン開

催 

・人事考課の基礎知識 

・考課事例を用いたグループワーク 

講師：ダイ・マンパワーマネジメ

ント 大地 勉氏 

（出席者数：職員２９人） 
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ウ その他の研修 

研修名 開催日 開催場所 内容、出席者数 

普通救命

講習 

新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より開催中止 

  

安全運転

講習 

2月 27日（月） 津センターパレス

及びオンライン開

催 

・安全運転に関する講話及び制度改 

正について 

（参加者数：職員１１人） 

※その後、各部署にて伝達研修を実施 

 

３ 第２次発展・強化計画の推進【重点目標１関係】 

第３次津市地域福祉活動計画を人材・財源等の面から支援（バックアップ）する発展・強化

計画について、第２次計画の４年目として目標の達成に向け取り組みました。 

策定項目ごとの取組状況評価については、理事会において進捗状況を確認し、今後の推進等

について協議しました。 

 

４ 情報公開の実施状況 

社会福祉法人津市社会福祉協議会情報公開に関する規程に基づく、令和４年度の情報公開の

申請及び開示状況は、以下のとおりです。 

（単位：件） 

 申請件数 全部開示件数 一部開示件数 不開示件数 

件数 ０ ０ ０ ０ 

 

５ 広報・啓発の充実 

広報誌の発行（春号・夏号・秋号・新春号・臨時号の年５回）、ホームページ（１年間のアク

セス数６０，９５１回）の活用により、地域の福祉活動や本会の事業に関する情報を幅広く提

供しました。 

また、マスコットキャラクター「こころん」のバリエーションを増やし、広報物への掲載や

グッズの配付により、啓発に努めました。 

 

 

Ⅱ 地域福祉事業 

 

１ 地域福祉推進体制の強化 

（１）生活支援体制整備事業【重点目標２関係】 

   高齢者等の生活支援・介護予防体制の基盤整備に向け、地域包括支援センター等の関係機

関との情報交換や個別の生活相談への対応の他、地域の集まり等に出向くことで、地域の状
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況把握に努めるとともに、把握した課題については、「話し合いの場」等を通じ、地域の方々

とともに解決に向けた協議を行いました。 

その中で、コロナ禍によって活動が途切れてしまっていた地域においては、多様な関係機

関・団体等とのネットワークを強化し、様々な地域福祉活動の再開に向けた支援を行い、地

域における繋がりづくりに取り組みました。 

また、新型コロナウイルスの拡大が拍車をかけた人と人との繋がりの希薄化による孤立等

の懸念に対し、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し、早期発見・早期対応のための

見守り活動の充実に向け、令和３年度に作成した「見守り・つながりガイドブック」等を活

用しながら、それぞれの地域性に応じた見守り活動を推進するとともに、地域に根差した好

事例の他地域への波及を目指し、生活支援コーディネーター通信等により情報発信を行いま

した。 

ア 生活支援コーディネーター通信の発行 ６回 

イ 地域支援回数  

第１層（津市全域）７１８回、第２層（日常生活圏域）２，７４０回 

ウ 地域ケア会議への出席 第１層３６回、第２層７７回 

（１・２層間、２層間の重複あり） 

エ 地域包括支援センターと社協の情報交換会の開催 ２２回 

オ 地域の「話し合いの場」への参加 第１層３１回、第２層６９回 

（１・２層間の重複あり） 

 カ 生活支援体制整備事業研修会の開催 

    開催日：令和４年８月１０日（水） 

    開催場所：津市美里社会福祉センター及びオンラインのハイブリッド型開催 

    参加者：２９人（うちオンライン１４人） 

テーマ：このまちでつながり続ける～つながり、再始動（リスタート）～ 

 

２ 第３次津市地域福祉活動計画の推進 

（１）事務事業評価の実施 

本会の活動の進捗状況を定期的に検証し、地域住民のニーズに対応した効果的・効率的な

事業運営を図り、第３次津市地域福祉活動計画に基づいた活動を推進するために事務事業評

価を実施しました。 

実施時期：３月末 

評価事業区分：４２事業区分 

主な評価項目：事業目的、目標と実績、成果と課題、評価、今後の方向性 

 

（２）策定推進委員の意見集約 

計画の着実な推進と実効性を担保するため、津市地域福祉活動計画策定推進委員会を開催

し、第３次津市地域福祉活動計画の推進に係る検討を行いました。 

開催日 事 項 等 

5月 31日（火） 委員長の選任について 
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３ 小地域福祉活動事業の推進 

（１）ふれあい・いきいきサロン事業（津市受託） 

ア ふれあい・いきいきサロン活動支援 

ふれあい・いきいきサロンが、高齢者や障がい者、子育て中の親子等、誰もが楽しく気

軽に行ける「地域の居場所」として、交流や介護予防、地域の絆づくり及び見守り活動に

繋がるように支援しました。 

また、サロン運営者と協議し、コロナ禍においても継続的な見守り活動や閉じこもり防

止に繋がるように支援しました。 

地域 
本会把握 

サロン数 

活動運営助成金 

申請サロン数 

新規立上助成 

申請サロン数 

津 １００ ７０ ２ 

久居 ８６ ３８ ５ 

河芸 ３１ ６ ０ 

芸濃 ３２ １５ ０ 

美里 １４ １１ １ 

安濃 ２４ ２０ １ 

香良洲 ６ ３ ０ 

一志 ２５ １０ ０ 

白山 ３３ ８ ０ 

美杉 ３７ ２９ １ 

合計 ３８８ ２１０ １０ 

 

イ ふれあい・いきいきサロン 

本会事業としてふれあい・いきいきサロンを５支部地域で開催しました。 

（単位：回／人） 

 芸濃 香良洲 一志 白山 美杉 合計 

回数 ９８ ２０５ ２４ ６０ １４６ ５３３ 

参加者数 ６１５ ２，５３１ ２２４ ８２７ ７１８ ４，９１５ 

 

ウ ふれあい・いきいきサロン講習会・交流会 

ふれあい・いきいきサロンに携わる方たちが、より主体的で活発な活動ができるように、

策定推進委員会設置要綱の一部改正について 

情報共有（コロナを踏まえた地域福祉活動の状況） 

協議事項 

第３次津市地域福祉活動計画事務事業評価について 

今後の方向性について  
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サロンで使えるレクリエーションを学べる講習会を開催しました。 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

レクリエーシ

ョン講習会 

7月 28日（木） 

 

 

7月 29日（金） 

津市芸濃総合文化

センター 

 

津市高茶屋市民セ

ンター 

サロンで使えるレクリエーション 

講師：三重県レクリエーション協会 

   平松氏、平生氏 

フレイル予防 

講師：津市職員 

（参加者数：延１２３人） 

 

エ ふれあい・いきいきサロン食品衛生講習会の開催 

ふれあい・いきいきサロンにおける「食品の取扱い」について学び、継続的に安心して

楽しくサロンに取り組むことを目的に開催しました。レクリエーション講習会と合わせて

実施し、より多くの方に参加いただきました。 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

ふれあい・い

きいきサロン

食品衛生講習

会 

7月 28日（木） 

 

7月 29日（金） 

津市芸濃総合文化

センター 

津市高茶屋市民セ

ンター 

サロンにおける食品の取扱について 

講師：三重県津保健所職員 

（参加者数：延１２３人） 

 

（２）子育て支援推進事業 

子育て中の親子が地域で孤立することなく安心して暮らせるように交流会や関係機関と

のネットワーク会議等を開催し、地域の実状に応じた子育て支援活動を推進しました。 

支部名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

津市全域 8月 1日（月） 

 

8月 24日（水） 

3月 30日（木） 

津市サンヒル

ズ安濃 

津市久居総合

福祉会館 

子どもの発達に不安のある保護者と

その子どもを対象に、音楽療法やゲ

ーム等を通じた交流会「いっぱい笑

っていっぱい遊ぼう」を開催しまし 

た。   （参加者数：延６２人） 

白山 6月 21日（火） 

10月 18日（火） 

12月 20日（火） 

2月 21日（火） 

津市白山保健

福祉センター 

 

子育て中の親子を対象とした情報交

換の場づくりや、発達に不安を感じ

る児童・親への支援を目的とした、

保健・医療・教育・福祉関係者による

勉強会・講座を継続的に行い、「途切

れない支援」に向けた子育て支援ネ

ットワーク事業を行いました。 

（参加者数：延３５人） 

 

（３）要援護者対策地域見守りネット活動（絆のバトン）事業（津市受託）【重点目標２関係】 

７０歳以上のひとり暮らし高齢者等に対し、地区社会福祉協議会（以下「地区社協」とい

う。）を通じて、絆のバトンの配付及び継続的な見守り活動を行うことで地域福祉活動を推進
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しました。 

ア 事業の実施 

３３地区社協（北立誠、南立誠、敬和、養正、修成、育生、新町、南が丘、白塚、栗真、

一身田、津西、片田、神戸、藤水、高茶屋、雲出、大里、高野尾、豊が丘、榊原、栗葉、

戸木、桃園、誠之、芸濃、美里、草生、村主、安濃、明合、香良洲、一志）で実施されま

した。利用者は、令和３年度より１９２人増え、５，２４０人の利用がありました。 

イ 絆のバトン説明会 

地域における見守り活動の必要性について理解を深めていただくため、地域の依頼に応

じて説明会や研修会を３２回開催し、７０７人の参加がありました。 

ウ 地域見守り推進研修会 

  地域住民及び福祉関係者対象の研修会を開催し、地域の自主的な見守り支援体制づくり

の促進に努めました。      

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

榊原暮らしを

支える見守り

研修会 

5月 27日（金） 

 

 

津市立榊原小学校

体育館 

みんなでつくる見守りのまち榊原 

講師：広島文教大学教授 菅井直也氏 

地区別協議：各区の台帳やマップを確

認し状況等意見交換 

（参加者数：６４人） 

地域見守り推

進研修会 

3月 9日（木） 津市美里社会福祉

センターホール 

（オンラインとの

ハイブリッド開催） 

見守り活動の始め方 

講師：一般社団法人コミュニティーネ

ットハピネス代表理事 土屋幸己氏 

（参加者数：８７人）  
   

（４）福祉啓発事業（各種イベント等への参画） 

津市内の各地域で行われるイベント等において、異世代間の交流や本会事業の紹介、赤い

羽根共同募金の啓発等に努めました。 

また、地域福祉課、久居・芸濃・安濃支部では、赤い羽根共同募金古本バザーを実施し、

共同募金の仕組みや地域での活用方法について啓発を行いました。芸濃・安濃・美里支部で

は、津市社協マスコットキャラクターの「こころん」人形を活用した、本会事業及び共同募

金の啓発を行いました。白山支部では地区社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会と協働

し、フレイル予防の啓発を行いました。 

支部名 参加事業 主な内容 

地域福祉課 

（津地域） 
津まつり、雲出フェア  共同募金啓発（ゲームコーナー） 

久居  

久居まつり 
共同募金啓発（古本バザー、お菓子釣

りゲーム） 

誠之地区福祉バザー 共同募金啓発（古本バザー） 

河芸 
津ぅきた福きたカムカムフェ

スタ２０２２ 

共同募金啓発（オリジナル缶バッジづ

くり、バルーンアート） 
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香良洲 ふれあいのかおり 
本会事業及び共同募金啓発（ウェット

ティッシュ配布） 

一志 映画上映会 本会事業啓発（ティッシュ配布） 

美杉 みすぎ秋まつり 
共同募金及びイエロースマイルプロジ

ェクト啓発（ゲームコーナー） 

 

（５）その他の小地域福祉活動推進事業 

第３次津市地域福祉活動計画における地区別福祉プランを推進し、地域の課題に合わせて

小地域における福祉活動がより推進されるように、以下の取組みを行いました。 

   また、企業、団体と関係性を構築し、地域課題解決に向けての取組みを支援しました。 

地域 取組事業 主な内容 

津市全域 子ども食堂等活動団体の支援 子ども食堂等の活動団体へ、各種コー

ディネートにより支援するとともに、

企業・団体と連携してお菓子やお米、

野菜を配布しました。 

生活困窮者等支援事業 生活困窮者等に緊急一時的な食糧支

援ができるように整備し、自立への足

掛かりとなるように支援しました。 

食糧配布及び生活相談事業 ひとり親家庭を対象に食品配布と生

活相談を実施しました。 

地域課題解決活動支援事業 子育て課題の解決に取り組んでいる

モデル的な団体に対し、物品支給によ

る支援を行いました。 

久居 学習支援事業「まなびば」 自宅での学習が困難な生活困窮世帯

や、学校や家庭以外で居場所が無い子

どもを対象に、自主学習の場の提供や

地域の大人や学生たちとの対話・交流

の場づくりを行いました。また、教員

を目指す学生を中心にボランティア

を構成し、活動の場を作りました。 

地区社協研修会 「福祉協力員について」「見守り活動

について」等、地域ニーズに応じて地

区社協を対象に研修会を実施しまし

た。 

芸濃 芸濃地域のふくしを考える会 芸濃地域で活動する福祉に関わる

様々な団体が相互に連携しながら解

決していくためのネットワークづく

りを推進しました。 
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芸濃地域サロンネットワーク会

議 

コロナ禍でも楽しめるレクリエーシ

ョンを学び、グループワークによる情

報共有を行いました。 

美里 ふれあい・いきいきサロン交流 

会 

ふれあい・いきいきサロン代表者に集

まっていただき、意見交流や情報共有

を行いました。 

香良洲 スマホセミナー 地域行事への参加が少ない高齢の男

性を対象にスマートフォンセミナー

を開催し、地域行事への参加のきっか

けづくりを行いました。 

一志 とことこ教室 新型コロナウイルスの影響で外出の

機会が減少している高齢者等を対象

に、健康体操・脳トレ等を実施しまし

た。 

白山 地域福祉活動検討会、白山地域の

福祉を考える会 

関係機関・団体が「見える化」「具体化」

をテーマに課題を共有し、目指す地域

像や課題別展開を検討する「地域福祉

活動検討会」と協働し、住民の声を聴

き、課題を共有し、活動を生み出すた

め話し合いの場をもちました。 

交流会・研修会 「ふれあい・いきいきサロン交流会」

等を開催し、交流会ではサロン再開に

向けた相談が増加していることを踏

まえ、改めてサロン活動の効果と必要

性を伝え、更にフレイル予防の場づく

りの視点とふれあいの場づくりの関

連性を意識したメニュー提案をしま

した。 

小地域サロン立ち上げ・活動支援

及び介護（フレイル）予防におけ

る運動の場づくり 

公共施設等の拠点場所から遠い地域

に目を向け、地域課題の共有を図りな

がら、健康づくりに特化した団体との

連携を強化しました。また、「スタスタ

大作戦ＩＮはくさん」の一環としてフ

レイル予防推進の応援団づくり(ボラ

ンティアスクール)を３回にわたり開

催し、おためしサロンが３か所で行わ

れました。 

美杉 障がい者との交流会～ハロウィ

ン交流会～ 

作業所利用者と生活支援ハウス入居

者を対象にハロウィン交流会を行い

ました。 
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イエロースマイルプロジェクト 「介護の日」を切り口に、自宅等で介

護をしている方や、地域で助けあいを

している方に感謝の気持ちを手紙に

して贈る取組みを行いました。 

 

４ 地域福祉教育推進事業【重点目標３関係】 

地域の福祉課題について考え、地域福祉活動やボランティア活動を通じて子どもたちや地域

住民の福祉意識を高める機会を設けました。 

ア 福祉出前講座等の推進 

子どもから高齢者まで幅広い年齢層の地域住民を対象に、福祉意識を高めるための福祉

出前講座（延４７回、延１，６３７人）を実施し、障がいのある方との出会い学習や車い

す体験、アイマスク体験等を通じて自分たちにできることを考え、福祉意識の向上に努め

ました。 

また、ユニバーサルデザイン連絡協議会やボランティア団体と連携し、ユニバーサルデ

ザイン講座を実施しました。 

地域 件数 対象 主な内容 

津 １３ 小学生 

中学生 

高校生 

・傾聴講座 

・車いす体験、アイマスク体験 

・車いすツインバスケットボール体験 

・高齢者体験 

・ガイドヘルプ体験 

・盲導犬ユーザーとの出会い学習  

・ろう者との出会い学習 

・認知症サポーター養成講座 

久居 １１ 小学生 

高校生 

・車いす体験、視覚障がい体験 

・妊婦疑似体験 

・点字体験 

・ユニバーサルデザイン講座 

河芸 ２ 小学生 ・高齢者体験 

・アイマスク体験 

芸濃 ４ 小学生 

地域住民 

・「サロン」ってどんなところ？ 

・車いす体験、アイマスク体験 

・車いすツインバスケットボール体験 

・パラスポーツライフル射撃選手との出会い学習 

安濃 ５ 小学生 ・講話「ふくし はじめの一歩」 

・車いす体験、アイマスク体験  

・車いすツインバスケットボール体験 

・福祉学習のふりかえり 

香良洲 ２ 小学生 ・ユニバーサルデザイン講座 

・聴覚障がいのある方との出会い学習 
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一志 ３ 小学生 

高校生 

・講話「ボランティアとは」  

・車いす体験、アイマスク体験 

・バリアントール体験 

白山 ５ 小学生 

地域住民 

・車いす体験 

・アイマスク体験 

・視覚障がいのある方との出会い学習 

・車いすでの学習体験 

美杉 ２ 小学生 

中学生 

・車いす体験 

・視覚障害や盲導犬についての講座 

 

イ 福祉教育推進会議 

地域の実状に応じた福祉教育推進会議を開催し、学校関係者との連携の強化に努めまし

た。 

地域 開催日 開催方法 質問票回答校数又は参加校数 

津 
2月 13日（月） 訪問 訪問校数：２校 

（小学校１校、高等学校１校） 

久居 

4月 14日（木） 

 

4月～6月 

会議形式 

 

訪問形式 

参加校数：１０校 

（小学校７校、中学校３校） 

訪問校数：３校 

（高等学校２校、特別支援学

校１校） 

河芸 
6月 27日（月） 会議形式 参加校数：５校 

（小学校４校：中学校１校） 

芸濃 
5月 27日（金） 

2月 10日（金） 

オンライン 参加校数：３校 

（小学校２校、中学校１校） 

美里 
参加校数：１校 

（義務教育学校１校） 

安濃 

参加校数：５校 

（小学校４校、中学校１校） 

※２回目は小学校３校、中学

校１校 

香良洲 
4月 28日（木） 会議形式 訪問校数：２校 

（小学校１校、中学校１校） 

一志 

－ 質問票 回答校数：４校 

（小学校２校、中学校１校、

高等学校１校） 

白山 

5月 訪問形式 訪問校数：７校 

（小学校５校、中学校１校、

高等学校１校） 
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美杉 
5月 2日（月） 

5月 16日（月） 

訪問形式 訪問校数：２校 

（小学校１校、中学校１校） 

 

ウ 福祉協力校推進事業 

体験学習やボランティア活動を通じて社会福祉への理解と関心を深めるため、津市内の

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校を対象とし、申請があった学校

を「福祉協力校」に指定して助成金を交付しました。指定を受けた学校は、社会福祉に関

わる活動に取り組み、社会福祉への理解と関心を高めました。 

（単位：校） 

 小学校 中学校 高等学校 
義務教育

学校 

特別支援

学校 
合計 

指定校数 ４６ １４ ４ ２ ４ ７０ 

※福祉協力校名は、巻末資料のとおりです。（Ｐ４１～４２） 

 

  エ 地域を基盤とした福祉教育推進事業 

    地域における課題を地域住民と共有し、課題の解決に向けて住民と共に学びを深める事業

を２つの地域で行いました。 

地域 開催日 主な内容 

芸濃 
10月 7日（金） 

芸濃地域のふくしを考える会に対し、有償ボランテ

ィア活動を行っている「ささえあいとのふね」の活

動見学を支援しました。 

3月 6日（月） コミュニティコーピング体験会 

香良洲 2月 12日（日） 子どもたちのボランティア活動体験 

 

 

５ 津市ボランティアセンターの運営 

（１）ボランティアセンターの運営 

各支部にボランティアセンターの窓口を設置し、ボランティア登録の受付けやボランティ

ア活動希望者とボランティア依頼者とのコーディネートを行いました。 

ア ボランティア活動の相談、調整、登録事業 

ボランティアに関する相談やボランティアの登録を受け付け、地域の施設や関係団体か

らのボランティア活動依頼に対するコーディネートを行いました。 

相談件数 延１，４６０件 

登録・把握ボランティア団体数 ４０５団体  

ボランティア登録者数 １３，０９７人 

  イ ボランティア啓発事業 

「ぼらん津」、「つ社協だより」を通じてボランティア活動に関する情報提供に努めまし

た。 
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  ウ ボランティア団体との連携 

  津市ボランティア協議会及び各地区ボランティア連絡会と連携し、ボランティア活動を

推進しました。また、津市ユニバーサルデザイン連絡協議会に参画し、ボランティア活動

の裾野を広げる取組みとして、企業の社会貢献活動と連携協力して、地域福祉活動を実施

しました。 

エ ボランティア育成・推進事業 

（ア）ボランティア育成講座 

ボランティア活動へのきっかけづくりとして、また、各地域で必要とされているボラ

ンティアの育成を目的にボランティア講座を開催しました。 

支部名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

全域 9月 28日（水） オンライン開催 視覚障がい者等向け二次元コード「ナビ

レンス」勉強会 （参加者数：１０人） 

2月 10日（金） 

2月 13日（月） 

三重県津庁舎 精神保健福祉ボランティア養成講座 

（参加者数：１１人） 

久居 7月 15日（金） 津市久居総合福

祉会館 

こども学習会“まなびば”説明会 

（参加者数：２２人） 

河芸 8月 31日（水） 津市河芸ほほえ

みセンター 

傾聴ボランティア講座 

（参加者数：１６人） 

美里 

 

2月 24日 (金） 

3月 8日（水） 

津市美里社会福

祉センター 

「聴く力」～傾聴ボランティア～ 

（参加者数：２４人） 

白山 9月 30日（金） 

10月 7日（金） 

津市白山保健福

祉センター 

スタスタ大作戦ＩＮ白山(フレイル予防 

ボランティア講座)（参加者数：２７人） 

1月 20日（金） 津市白山保健福

祉センター 

フォローアップ講座 

（参加者数：１８人） 

 

（イ）ボランティア交流会 

特定のボランティア活動を実施している活動者に焦点を当てて交流会を行うことに

より、地域に必要な分野のボランティア活動を推進しました。 

支部名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

一志 3月 17日（金） 津市とことめの

里一志 

活動状況報告、意見交換、保険案内等 

        （参加者数：１５人） 

 

オ ボランティア活動保険等の窓口業務  

安心してボランティア活動が行えるように「ボランティア活動保険」及び「ボランティ

ア行事用保険」を周知・啓発し、保険への加入を斡旋しました。 

保険関係手続 ６３０件 

 

（２）災害ボランティアセンターの基盤整備、周知・啓発及び災害ボランティアの登録 

ア 災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

津・伊賀・名張ブロックの社会福祉協議会が合同で災害ボランティアセンターの初動行
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程を確認する訓練を実施しました。 

開 催 日：令和５年２月６日(月)  

開催場所：津センターパレス 

参加者数：１１人 

 イ 津市との災害ボランティアセンターに関する連携 

災害ボランティアセンターの協定事項や津市地域防災計画、設置運営訓練等について、

津市市民部地域連携課と協議を行いました。「津市災害ボランティアセンター設置に係る

連携フロー（図）」を共同で作成しました。 

  ウ 災害ボランティアの事前登録制度の運用 

平常時から災害に備えるとともに、災害時には関係機関と連携・協働し、災害ボランテ

ィア活動による被災地支援が行えるように災害ボランティアの事前登録を行いました。 

登録者数：個人登録 １００人、団体登録 ５団体（５５人） 

  エ 他機関との連携強化 

新たに２つの企業と包括連携協定を締結し、災害時も含めて相互にできることを確認し

ました。 

 

６ 一般介護予防事業（津市受託） 

高齢者に対して介護予防や閉じこもり予防のための教室を開催し、地域で自立した生活がで

きるように支援しました。 

ア 転倒予防教室 

転倒予防の体操や講話等を実施し、転ばない体づくりを学び、寝たきりになることを予

防するための転倒予防教室を開催しました。 

開催回数 ２６回 

参加者数 ７７３人 

※開催地域及び参加者数については、巻末資料のとおりです。（Ｐ４２） 

イ 認知症予防教室 

認知症予防の講話やレクリエーション、創作活動等を実施し、認知症の予防についての

理解を深めるとともに、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりに向けて、認知症

予防教室を開催しました。 

開催回数 ２８回 

参加者数 ４８５人 

※開催地域及び参加者数については、巻末資料のとおりです。（Ｐ４２～４３） 

ウ 家族介護教室 

家族を介護している方、また介護に関心のある方を対象に、介護の知識やリフレッシュ

方法を学び、孤立を防ぐための家族介護教室を開催しました。 

開催回数 ５回 

参加者数 ４１人 

※開催地域及び参加者数については、巻末資料のとおりです。（Ｐ４３） 

エ 元気アップ教室 

参加希望者を対象に、体力向上、介護予防の健康教育の取組みを通じて、要介護状態等
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になることを予防し、また、参加者自らが地域の活動に参加し、介護予防に取り組めるよ

うに支援する「元気アップ教室（Ａコース・Ｂコース）」を各教室１０回（６月～３月）開

催しました。 

開催場所 
年間参加者数（人） 

Ａコース Ｂコース 

津市北部市民センター １４６ １７５ 

津センターパレス １０２ １６０ 

津市河芸ほほえみセンター １０６ １１１ 

津市とことめの里一志 ２１３ ― 

津市波瀬ふれあい会館 ― １５７ 

津市白山保健福祉センター ２１２ １４３ 

津市美杉高齢者生活福祉センター ４３ ９９ 

合計 ８２２ ８４５ 

 

７ 地域福祉推進事業 

（１）外出支援サービス事業 

単独で外出することや公共交通機関の利用が困難な障がい者、高齢者等に対し、通院や社

会参加等のための外出支援を行いました。 

利用回数 実利用者数 

３０７回 １１０人 

 

（２）配食サービス事業（津市受託）  

美杉地域において、概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯で、心身の

障がい及び傷病によって調理が困難な方を対象に、栄養バランスのとれた弁当を配達すると

ともに安否確認を行い、安心した在宅生活が送れるように支援しました。 

 利用者数（人） 配食数（件） 稼働日数（日） 

年 間 １８９ １，９４０ ２６８ 

月平均 １５．７５ １６１．６７ ２２．３３ 

 

（３）心配ごと相談事業 

複雑・多様化する地域住民からの相談に対し、弁護士による法律相談を本部・各支部で実

施しました。また、本部では司法書士及び行政書士による専門相談も実施しましたが、他に

同様の相談事業が実施されていること等から、経営改善等に関する方針に基づき、司法書士

及び行政書士による専門相談は令和４年９月末日、弁護士による法律相談は令和５年３月末

日をもって終了しました。 

 

 

 

事業種別 弁護士相談 司法書士相談 行政書士相談 

相談所開設回数（回） ５０ ６ ６ 

利用者数（人） ２３５ ８０ １３ 
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（４）声の広報等発行事業（津市受託） 

津市在住の視覚に障がいがある方等を対象に、社会活動への参加及び自立を促進するため、

ボランティアグループ「津朗読会」の協力を得て、日常生活に関する情報をＣＤに録音し、

声の広報を希望される方に配付しました。配付することにより、視覚に障がいがある方へ地

域の情報を広く発信することができました。 

ア 発行物及び回数 

発行物 発行回数（回） 対象者数（人） 

広報津 ２４ ３８（延５６０） 

つ市議会だより ４ ２４（延 ９０） 

つ社協だより ４ ３５（延１０６） 

暮らしの情報 ７ ３５（延２０６） 

 

イ 声の広報発行事業の充実 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

音声訳入門

講座 

5月 11日（水） 

5月 18日（水） 

5月 25日（水） 

6月 1日（水） 

6月 8日（水） 

6月 15日（水） 

6月 22日（水） 

（全７回） 

津センターパレス 音声訳ボランティアを増やす

ため、音声訳の入門講座を開

催しました。講座終了後、参

加した１５人が「津朗読会」

に入会しました。       

（参加者数：１５人） 

音声訳技術

向上のため

の自主研修

会 

4月 6日（水） 

6月 1日（水） 

7月 6日（水） 

9月 7日（水） 

10月 5日（水） 

11月 2日（水） 

12月 7日（水） 

2月 1日（水） 

3月 1日（水） 

（計９回） 

津センターパレス 経験が浅い「津朗読会」の会

員に対し、音声訳技術の向上

を図るための研修会を開催し

ました。 

（参加者数：延４０人） 

 

ウ 点字シール作成 

ボランティアグループ「津点訳友の会」の協力を得て、視覚に障がいのある方への支援

として、津市が送付する通知文書（封筒）の郵送用点字シールを作成しました。 

依頼回数 ７回 

点字シール数 １，０００枚 
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（５）敬老事業 

各地区社協が実施する敬老事業について、津市敬老事業実施要領に基づき、技術的な助言

や実施のための支援を行いました。また、複数年計画で大規模な敬老事業を実施する７つの

地区社協（育成、一身田、藤水、安濃、村主、草生、明合）については、交付金に係る事務

を行いました。 

 

（６）津市社会福祉大会 

多年にわたり社会福祉事業に尽力された個人や団体・企業の顕彰と記念講演を津市との共

催で開催しました。 

また、障がい者支援事業所の協力を得て、利用者の作品等のブースを設け、障がい者支援

事業所の啓発と障がいへの理解を図りました。 

開 催 日：令和５年１月２６日（木） 

会  場：津市白山総合文化センター 

参加者数：２４０人 

顕  彰：市長表彰（民生委員・児童委員功労者） ３人 

（社会福祉活動功労者）    ２人 

会長表彰（社会福祉活動功労者）   ２４人 

（社会福祉活動優良団体）   ２団体 

市長感謝（社会福祉事業協力援助者）  ４団体、５企業 

会長感謝（社会福祉事業協力援助者）  ３人、３団体、６企業 

記念講演：演題  「実り多い豊かな人生 私は創造的でありたい。 

～人生１００年時代を生きるということについて～」 

講師 若宮正子 氏 

 

８ 福祉団体等への支援 

（１）福祉団体支援事業 

ア 津市地区社協連絡協議会及び地区社協への支援 

  地区社協相互の情報交換や活動の推進に取り組む津市地区社協連絡協議会の運営及び

活動を支援しました。 

  また、地域の特性に応じた福祉活動に取り組む津市内４３の地区社協の支援を行いまし

た。 

イ 津市民生委員児童委員連合会及び地区民生委員児童委員協議会への支援 

  津市民生委員児童委員連合会の事務を支援するとともに、三役会、会長会議及び研修会

等に参加・協力し、情報共有と連携強化に努めました。 

各地区民生委員児童委員協議会に対しては、定例会等に参加し、地域の生活課題や福祉

活動の状況等について情報共有を行い、相互に連携を図りながら、地域福祉活動の推進に

努めました。 

ウ その他の福祉団体への支援 

地域を基盤とした福祉団体の活動を支援するとともに、連携・協働し、地域福祉の推進
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に取り組みました。 

また、津市老人クラブ連合会については、高齢者の生きがいづくりや介護予防が促進さ

れるように、事務を中心に支援し、第１回目となるグラウンドゴルフ大会の実施を支援し

ました。 

 

（２）赤い羽根共同募金運動への支援・協力 

社会福祉法人三重県共同募金会を支援し、津市共同募金委員会が実施する「赤い羽根共同

募金運動」に協力しました。 

「赤い羽根共同募金運動」では、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施した上で、

各家庭からの戸別募金、企業や事業所からの法人募金、官公庁や企業の職員からの職域募金、

小学校、中学校、高等学校等における児童・生徒からの学校募金、駅前等での街頭募金等、

様々な共同募金運動を各地域で行いました。 

また、羽毛製品のリサイクルに係る収益金の一部が募金される「ＵＭＯＵプロジェクト」

を進めていましたが、その取組みを基礎として、新たに津市と「カーボンニュートラルの実

現に向けた羽毛製品リサイクルの推進に関するパートナーシップ協定」を締結し、取組みを

推進することができました。 

ア 令和４年度赤い羽根共同募金運動の実績 

目標額：３８，６８９，８００円 

実績額：３７，９２０，１８０円（達成率 ９８．０１％） 

イ 運営委員会の開催 

回数 開催日 協議事項 

第１回 6月 14日（火） ・会長・副会長の選任について 

・決算書・予算書について 

・令和３年度（４年度充当）配分結果について 

・審査委員会について 

・令和５年度充当津市共同募金配分助成金について  
第２回 8月 29日（月） ・令和４年度津市共同募金委員会目標額について 

・令和４年度津市共同募金委員会運動計画について 

第３回 3月 2日（木） ・副会長の選任について 

・令和４年度実績報告について 

・共同募金と寄附について 

 

ウ 審査委員会の開催 

会議名 開催日 協議事項 

津市共同募金

委員会審査委

員会 

6月 24日（金） ・審査委員長の選任について 

・申請内容の審査について 

・審査結果、意見について 

・評価票等の確認 

・今後の方向性（使途制限等の確認） 
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エ 監査の開催 

会議名 開催日 監査事項 

津市共同募金委

員会監査 

4月 22日（金） ・令和３年度津市共同募金委員会会計決算の監査 

 

（３）共同募金配分金事業 

地域で協力いただいた赤い羽根共同募金を配分金として、地域福祉推進のために実施する

地区社協及び福祉団体の事業に助成を行いました。 

地区社協       ２１，９２８，８１４円 

福祉団体等（３２団体） ３，００４，５３７円 

※上記の金額は、申請に基づいた配分額であり、事業変更による返還分等は含んでいま

せん。 

 

９ 管理運営事業 

（１）津市まん中老人福祉センター事業（津市受託） 

津市まん中老人福祉センターの管理運営を通じ、高齢者の健康増進、教養の向上及びレク

リエーションの場を提供しました。 

また、昨年度と同様に新型コロナウイルス感染防止対策として、利用時の検温や手指消毒、

マスク着用等の基本的な感染予防を徹底したほか、密を避けるため利用人数の制限を行う等、

新しい生活様式を取り入れた運営に努めました。 

ア 開館日数 ： ２９３日（月～土曜日 休館：日曜・祝日・年末年始） 

イ 利用者総数： ７，１５４人（１日平均 ２４．４人） 

ウ 利用内訳 ：・教養娯楽室（ヘルストロン、マッサージ機他） 延５，９４０人 

・相談室（囲碁・将棋） 延４９９人 

・集会室（卓球） 延５５１人 

・カラオケ室（カラオケ） 延９４８人 

・和室（休憩・歓談） 延８５人 

・まん中さわやか教室（１０回、毎月第１火曜日） 延２７人 

・けんこうチェック（看護師相談２０回、毎月第１･３火曜日） 延５５人 

 

（２）生活支援ハウス運営事業（津市受託） 

美杉生活支援ハウスにおいて、津市内に住所を有する高齢者に対し、住居機能や生活支援、

交流の機会を提供することで、健康で明るい生活が送れるように支援しました。 

利用者数：月平均６人 
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Ⅲ 生活支援事業 

 

１ 日常生活自立支援事業（県社協受託）【重点目標４関係】 

津日常生活自立支援センターとして、認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等の判断

能力が十分でない方を対象に、福祉サービスの利用や日常的な金銭管理等の援助を行いました。 

また、事業の拠点化により、専任の職員による支援体制の構築に努めました。 

ア 支部別利用者数及び支援回数 

 生活支援課 久居 合計 

利用者数（人） ２６５ １０３ ３６８ 

年間支援回数（回） ７，７１０ １，９４７ ９，６５７ 

 

イ 相談件数（問い合わせ・初回相談・相談援助）            （単位：件）                          

 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合計 

問い合わせ ９６ ３４ ６２ １１ ２０３ 

初回相談 ７６ ２２ ３２ ３ １３３ 

相談援助 １，９２４ ２，０２０ ４，４０４ ５ ８，３５３ 

合計 ２，０９６ ２，０７６ ４，４９８ １９ ８，６８９ 

 

ウ 三重県社会福祉協議会主催の研修会等への参加 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

新任専門員研

修会 

5月 19日（木） オンライン開催 ・事業の概要 

・専門員の業務内容・実務について 

（参加者数：職員２人） 

第 1 回専門員

情報・意見交

換会 

8月 31日（水） オンライン開催 ・情報・意見交換 

（参加者数：職員３人） 

第 2 回専門員

情報・意見交

換会 

10月 28日（金） オンライン開催 ・情報・意見交換 

（参加者数：職員３人） 

第 3 回専門員

情報・意見交

換会 

12月 5日（月） オンライン開催 ・情報・意見交換 

（参加者数：職員３人） 

生活支援員等

研修会 

12月 13日（火） 三重県総合文化

センター 

・講義「いつもと違う“きざし”を見

逃さないことの意義と方法」 

（参加者数：職員１５人） 
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専門員実践力

向上研修 

2月 24日（金） 三重県総合文化

センター 

・講義「債務整理の基礎知識と法律家

との連携について」 

（参加者数：職員３人） 

 

２ 生活困窮者自立相談支援事業（津市受託）【重点目標４関係】 

複合的な課題を抱えた方の相談に応じ、各々の抱える課題を包括的に把握するとともに、そ

の置かれている状況や本人の意思を十分に確認し、一人ひとりの状況に合わせた支援計画を作

成しました。専門の支援員が寄り添いながら、関係機関等と連携して、問題解決に向け支援を

行いました。 

また、地域全体での支援体制づくりの推進に向け、関係機関に事業説明を行い、周知を図り

ました。 

ア 支援件数 

延相談件数 新規相談実人員数 プラン作成件数 

３，８９８件 ３９８人 ４７件 

 

イ 総合支援資金コロナ特例貸付にともなう相談支援件数（単位：件） 

特例貸付者相談件数 ６８ 

 

ウ 全国・県・市等の関係機関研修会への参加 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

就労支援研修会 6月 10日（金） 三重県講堂棟 ・発達障がいをお持ちの方への就

労支援について 

・日頃の就労支援で思うこと 

（参加者数：職員１人） 

津地域生活保護

受給者等就労自

立促進事業協議

会 

6月 16日（木） 津公共職業安定

所 

・令和３年度の支援概況について 

・令和４年度の目標設定について 

（参加者数：職員２人） 

ひきこもり地域

支援センター職

員等への人材養

成研修 

7月 28日（木） 

～29日（金） 

オンライン開催 ・国の施策や予算等政策動向 

・ひきこもりについての基本的な

理解 等 

（参加者数：職員１人） 

生活困窮者等を

対象とした各種

支援制度にかか

る共同研修 

8月 29日（月） 

8月 30日（火） 

9月 12日（月） 

津公共職業安定

所 

・ハローワーク、津市援護課、津

市こども支援課、津市社会福祉

協議会の各種支援制度について 

（参加者数：職員４人） 
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令和 4 年度 相

談窓口対応力向

上研修会 

9月 6日（火） 

 

オンライン開催 講演 心の健康にかかわる相談窓

口の弱点とは何か－日本で最も

自殺の少ない町で気づいたこと

－ 

（参加者数：職員１人） 

三重県中勢伊賀

地域ひきこもり

支援ネットワー

ク会議 

9月 30日（金） 三重県津庁舎 ・ひきこもり家族支援について 

（参加者数：職員１人） 

自立相談支援事

業従事者養成研

修（相談支援員養

成研修） 

視聴期間 

9月 21日（水）

～11 月 30 日

（水） 

オンライン開催 （視聴期間内での動画研修） 

・制度の概要と目標、基本理念 

・相談支援員の役割と個別支援の

基本 等 

（参加者数：職員１人） 

自立相談支援事

業従事者養成研

修（相談支援員養

成研修） 

10月 21日（金） オンライン開催 （講義、演習） 

・相談支援の展開 

（参加者数：職員１人） 

緊急小口資金等

特例貸付 償還

猶予に係る説明

会 

12月 6日（火） 

 

オンライン開催 ・特例貸付の償還猶予の概要につ

いて 

・特例貸付の償還猶予の手続きに

ついて 

・質疑 

（参加者数：職員１人） 

生活困窮者自立

支援制度東海・北

陸ブロック別研

修会 

12月 22日（木） 

～23日（金） 

オンライン開催 （講義、グループワーク） 

・生活困窮者自立支援制度の理

念、基本姿勢 等 

・任意事業との連携 

（シンポジウム、グループワーク） 

・コロナ禍における相談支援の今 

・困窮者支援におけるアウトリー

チについて 

（参加者数：職員１人） 

生活困窮者自立

支援制度に係る

主任相談支援員

意見交換会 

2月 9日（木） オンライン開催 ・コロナ禍以降の自立相談支援に

ついて 

・支援員の育成について 

（参加者数：職員１人） 
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エ 事業啓発活動 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

津北部西地域包

括支援センター

地域ケア会議 

4月 26日（火） 津市安濃中央公

民館 

・住宅ローンの支払いが難しい高

齢女性の支援について 

（参加者数：９人） 

津中部東地域包

括支援センター

地域ケア会議 

5月 27日（金） 橋南市民センタ

ー 

・アパートの退去を迫られている

障がいのある高齢男性の支援

について 

（参加者数：７人） 

生活支援事業意

見交換会（生活困

窮者自立相談支

援事業） 

6月 24日（金） 

 

津市久居総合福

祉会館 

・制度、関係事業について 

・相談・支援事例の検討、意見交

換 

（参加者数：５人） 

地域包括支援セ

ンター職員研修

（社会福祉士部

会） 

8月 23日（火） 津リージョンプ

ラザ 

・津市における生活困窮者自立支

援事業について 

（参加者数：２３人） 

津中部南地域包

括支援センター

地域ケアネット

ワーク会議 

8月 31日（水） 高茶屋市民セン

ター 

・生活困窮者世帯への支援につい

て 

（参加者数：２１人） 

津中部南地域包

括支援センター

地域ケアネット

ワーク会議 

9月 7日（水） 雲出地区防災コ

ミュニティセン

ター 

・生活困窮者世帯への支援につい

て 

（参加者数：２７人） 

津市生活困窮者

自立相談支援事

業＆津市障害者

相談支援事業勉

強会 

11月 7日（月） 

11月 9日（水） 

 

津センターパレ

ス 

・事業説明 

・事例検討 

（参加者数：７人） 

皇學館大学 

全学部共通科目

「人生と仕事Ⅰ」 

11月 16日（水） 皇學館大学 ・津市社会福祉協議会について 

・生活困窮者自立相談支援事業に

ついて 

（参加者数：６５人） 

令和 4 年度 食

料配布及び生活

相談事業 

12月 16日（金） 

12月 18日（日） 

 

津センターパレ

ス 

・ひとり親家庭又はその支援者

200 組程度に食料配布及び生活

相談対応 

（参加者数：５０人） 
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津中央地域包括

支援センター地

域ケア会議 

12月 19日（月） 津市地域障がい

者相談支援セン

ター 

・支援困難ケースの検討について 

（参加者数：６人） 

津市基幹障がい

者相談支援セン

ター第 3 回人材

育成研修 

1月 16日（月） 津市中央公民館 ・生活困窮者自立支援制度につい

て 等 

（参加者数：２５人） 

津北部西地域包

括支援センター

地域ケア会議 

1月 27日（金） 津リージョンプ

ラザ 

・個別ケースの検討について 

（参加者数：１５人） 

津市民間賃貸住

宅相談会 

1月 28日（土） 津リージョンプ

ラザ 

・住まい探しの困りごとの相談 

・福祉相談ブース出展 

（参加者数：４人） 

津中部南地域包

括支援センター

地域ケア会議 

3月 28日（火） 城山会館 ・認知機能の低下により年金をす

ぐに使い切ってしまい生活が立

ち行かなくなるケース 

（参加者数：７人） 

 

オ アンケート調査協力 

内容 依頼先 

居住支援法人アンケート 三重県県土整備部住宅政策課 

生活困窮者自立支援法等に基づく各事業の令和３

年度事業実績調査 
三重県子ども・福祉部地域福祉課 

住まいと生活支援の一体的支援に関する取組の普

及啓発等事業アンケート調査 
厚生労働省老健局高齢者支援課 

令和４年度厚生労働省社会福祉推進事業 タイム

スタディ調査等による自立相談支援機関等の業務

実態調査 

一般社団法人北海道総合研究調査会 

居住支援協議会補助事業 事業実施報告 三重県県土整備部住宅政策課 

多重債務者相談件数調査 三重県環境生活部くらし・交通安全課 

ひきこもり支援に関するアンケート調査 
津市健康福祉部援護課（相談・支援担

当） 

ヤングケアラーに関するアンケート調査 三重県子ども・福祉部地域福祉課 

「三重県ひきこもり支援推進計画」最終案に掲げ

る数値目標 

※回答者は津市援護課 

三重県子ども・福祉部地域福祉課 

三重県子ども・福祉部地域共生社会推

進監 
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３ 生活困窮者家計改善支援事業（津市受託） 

家計に問題を抱えている生活困窮者等からの相談に応じ、必要な情報提供や専門的な助言・

指導等を行い、早期に家計が改善されるように支援しました。 

また、自立支援機関等の関係機関と連携し、相談者の課題解決に向け共に取り組みました。 

ア 支援件数                    （単位：件） 

申込件数 プラン作成件数 支援終了件数 継続支援件数 

１９ １７ ６ ２３ 

 

イ 支援回数                    （単位：回） 

来所 訪問 電話 合計 

１１３ １５７ ２０２ ４７２ 

 

  ウ 三重県の研修会への参加 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

令和４年度第８

回消費生活相談

員等勉強会 

11月 22日（火） オンライン開催 ・個人信用情報・個人信用情報

機関の概要およびＣＲＩＮ・

ＦＩＮＥ交流情報について 

（参加者数：職員１人） 

令和４年度第９

回消費生活相談

員等勉強会 

12月 21日（水） オンライン開催 ・多重債務・金融トラブル防止に 

ついて 

（参加者数：職員１人） 

 

４ 成年後見サポートセンター事業（津市受託）【重点目標４関係】 

認知症や障がいがあっても住み慣れた地域で安心した生活が送れるように、成年後見制度に

関する相談に対応し、成年後見制度を利用するための手続き、申立の援助、法人後見事務を行

いました。 

また、今年度から成年後見制度利用促進法に基づいた中核機関業務を追加受託し、後見人

支援や権利擁護における地域連携ネットワーク体制の強化を図りました。 

ア 相談援助及び普及啓発の状況                （単位：件） 

相談援助 申立援助（実件数） 
普及啓発活動 

（中核機関含む） 
法人後見人等受任 

５５８ ３９ １１ 
８（後見人３、保佐人３、 

補助人２） 

 

 

 

 

 



30 

 

  イ 後見人支援及び地域連携ネットワーク体制づくりの状況 

（単位：件） 

後見人支援 

（延件数） 

地域連携ネットワ

ーク体制づくり 

６３ ３３ 

 

ウ 津市成年後見サポートセンター運営委員会及び小委員会 

回数 開催日 審議事項及び協議事項 

第 1回 

運営委員会 

5月 19日（木） ・法人後見受任審議について 

（出席委員：１３人） 

第 2回 

運営委員会 

8月 25日（木） ・法人後見人等計画書について 

・法人後見事業実施要綱一部改正案について 

・法人後見事業申し合せ事項一部改正案について 

（出席委員：１２人） 

第 3回 

運営委員会 

11月 24日（木） ・法人後見保佐人辞任審議について 

・津市地域連携ネットワーク会議設置について 

     （出席委員：１３人） 

第１回 

小委員会 

2月 21日（火） ・法人後見受任審議について 

（出席委員：６人） 

 

５ 生活福祉資金貸付事業（低所得者支援事業）（県社協受託） 

低所得世帯・高齢者世帯・障がい者世帯に対する生活福祉資金の貸付と、民生委員・児童委

員の協力による必要な援助指導を行い、安定した生活を送れるように支援しました。 

新型コロナウイルス感染拡大にともなう特例貸付の受付けが終了し、利用に関する相談件数

及び貸付件数は、前年度に比べて減少しましたが、貸付申請受付け終了後も生活費の借入相談

が依然として多い状況です。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯からの教育支援資金等の相談支援につ

いても、民生委員・児童委員との有機的な連携を通じて、効果的に行うことができました。 

ア 通常相談件数及び貸付件数（単位：件） 

相談件数 ２１７ 

貸付件数 ８２ 

※地域別の相談件数及び貸付件数は、巻末資料のとおりです。（Ｐ４３） 

 

イ コロナ特例貸付相談件数及び貸付件数（単位：件） 

相談件数 ２６４ 

貸付件数 １３３ 

※地域別の相談件数及び貸付件数は、巻末資料のとおりです。（Ｐ４３） 
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ウ 三重県社会福祉協議会主催の研修会へ参加 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

生活福祉資金貸

付事業担当職員

研修会 

5月 31日（火） オンライン開催 ・生活福祉資金コロナ特例貸付

償還事務について 

・生活福祉資金貸付事務につい

て（新任職員向け） 

（参加者数：職員４人） 

緊急小口資金等

特例貸付債権管

理体制整備説明

会 

10月 18日（火） オンライン開催 ・生活福祉資金コロナ特例貸付 

制度債権管理体制について 

（参加者数：職員１人） 

緊急小口資金等

特例貸付償還猶

予説明会 

12月 6日（火） オンライン開催 ・生活福祉資金コロナ特例貸付 

制度償還猶予申請について 

     （参加者数：職員２人） 

生活福祉資金市

区町村連携シス

テム説明会 

1月 27日（金） オンライン開催 ・生活福祉資金貸付事業におけ

る債権管理等情報共有システ

ムについて 

（参加者数：職員２人） 

 

エ 事業啓発活動 

研修名 開催日 開催場所 内容、参加者数 

津市民生委員児

童委員連合会会

長会議 

5月 19日（木） サン・ワーク津 ・生活福祉資金貸付事業につい

て 

 

各地区民生委員

児童委員協議会

定例会 

7月 4日（月） 

7月 5日（火） 

7月 7日（木） 

7月 13日（水） 

8月 4日（木） 

8月 24日（水） 

9月 6日（火） 

10月 1日（土） 

1月 7日（土） 

1月 13日（金） 

1月 19日（木） 

1月 22日（日） 

2月 4日（土） 

2月 5日（日） 

2月 16日（木） 

2月 18日（土） 

香良洲地区 

南郊第１地区 

橋北地区 

修成地区 

安濃地区 

橋内地区 

南郊第２地区 

西郊第１地区 

西郊第２地区 

豊里地区 

芸濃地区 

久居地区 

一身田地区 

北郊地区 

白山地区 

育生地区 

・生活福祉資金貸付事業につい

て 
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2月 24日（金） 

3月 7日（火） 

3月 15日（水） 

3月 15日（水） 

3月 28日（火） 

美里地区 

敬和地区 

一志地区 

美杉地区 

橋北地区 

福祉教育推進事

業教育資金説明

会 

8月 23日（火） オンライン開催 ・教育資金について 

学校へ行こう！

ｉｎ津市 

9月 24日（土） 津市中央公民館 ・教育資金について 

令和４年度津市

民生委員・児童

委員新任研修会 

12月 19日（月） 津市白山総合文

化センター 

・生活福祉資金貸付事業につい

て 

 

オ 調査協力 

内容 依頼先 

生活福祉資金借受世帯支援記録票整備状況報告 
厚生労働省 

全国社会福祉協議会 

コロナ特例貸付に対する社会福祉協議会の取り組み

実態等に関する調査 
全国社会福祉協議会 

外国人へのコロナ特例貸付の実態に関する調査 

明治大学 小関隆司 教授 

佛教大学キャリアサポートセンター 

佐藤 順子 講師 

 

６ 生活困窮者対策支援事業 

生活困窮世帯（緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった世帯）に、生活に必要な食糧

や消耗品等を提供することで、生活再建への支援を行いました。 

前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯から、食糧や物品等の支

援について多くの依頼が寄せられています。 

また、生活福祉資金貸付事業と連携し、貸付決定までの一時的な生活維持を本事業にて図る

ことができました。 

 件数              （単位：件）  

緊急食糧提供事業 ２３１ 

緊急時物品等支援事業 １３ 

就労活動支援事業 ０ 

※地域別の緊急食糧提供件数は、巻末資料のとおりです。（Ｐ４４） 
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Ⅳ 介護サービス事業 

 

１ 介護保険サービス 

（１）居宅介護支援事業 

北部事業所、白山事業所、美杉事業所において、介護サービス利用者の介護状態に応じて、

利用者や家族の意向に沿った居宅サービス計画を作成しました。 

ア 事業所別居宅サービス計画作成件数                   （単位：件） 

 北部 白山 美杉 合計 

居宅サービス計画 １，５２０ ２，１５５ １，６３８ ５，３１３ 

介護予防サービス計画 ３１２ ３７４ ９２ ７７８ 

合計 １，８３２ ２，５２９ １，７３０ ６，０９１ 

介護支援専門員 

１人当たりの担当件数 
３０．５ ３２．４ ２８．９ ３０．６ 

 

イ 介護度別利用件数 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要支援 合計 

利用件数（件） 2,221 1,351 899 549 293 778 6,091 

割合（％） 36.5 22.2 14.7 9.0 4.8 12.8 100 

 

（２）訪問介護事業 

北部事業所、白山事業所において、津市全域を対象に、利用者の自立に向けた支援として、

身体介護や生活援助のサービスを実施しました。 

事業所の参入が少ない地域へは、積極的な支援継続に努めました。 

ア 事業所別利用延回数              （単位：回） 

 北部 白山 合計 

要介護 ６，５４６ ９，４９４ １６，０４０ 

要支援 ３５５ ４９８ ８５３ 

合計 ６，９０１ ９，９９２ １６，８９３ 

 

イ 介護度別利用延回数 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要支援 合計 

利用回数（回） 5,691 2,770 2,879 2,851 1,849 853 16,893 

割合（％） 33.7 16.4 17.0 16.9 10.9 5.1 100 

 

（３）通所介護事業 

ア 美杉事業所において、地域密着型通所介護事業所として、日常生活上の支援や生活行為



34 

 

向上のための支援を日帰りで提供しました。   

  美杉事業所では、経営改善のための事業の見直しを行った結果、地域内に他の通所介護

事業所もあり、利用者の利便性を損なうことも無いと判断したため、令和５年３月３１日

をもって事業所を休止することになりました。 

 

（ア）事業所別利用延回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）介護度別利用延回数 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要支援 合計 

利用回数（回） ３２ ８１ ６２ ３１ ０ ９０ ２９６ 

割合（％） １０．８ ２７．４ ２０．９ １０．５ ０ ３０．４ １００ 

 

２ 障がい福祉サービス 

（１）障がい者相談支援事業（特定相談支援事業） 

障がいのある方の自立した生活を支えるため、サービス等利用計画書を作成し、福祉サー

ビス利用の支援を行いました。 

契約件数等         （単位：件） 

 

 

 

 

 

（２）障がい者居宅介護等事業 

ア 介護給付事業 

北部事業所、白山事業所において、障がいのある方が住み慣れた地域で自分らしい自立

した生活が送れるように、居宅介護・同行援護の支援を行いました。 

外出時の介助を行う同行援護については、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底して

外出の支援を行いました。 

事業所別利用延回数            （単位：回） 

 北部 白山 合計 

居宅介護 ２，０２５ １，０２２ ３，０４７ 

同行援護 ６１１ １２ ６２３ 

 美杉 

要介護（回） ２０６ 

要支援（回） ９０ 

合計（回） ２９６ 

事業日数（日） ９６ 

１日の平均利用者数（人） ３．１ 

契約件数 １６ 

計画作成件数 ９７ 

モニタリング件数 １００ 
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合計 ２，６３６ １，０３４ ３，６７０ 

 

イ 地域生活支援事業（市町受託） 

北部事業所、白山事業所において、障がいのある方に外出のための移動支援を行いまし

た。 

公共交通機関を使用する機会の多い移動支援は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観

点から、支援を中止することもありました。 

事業所別利用延回数             （単位：回） 

 北部 白山 合計 

移動支援 ３６ ７２４ ７６０ 

 

３ 地域包括支援センター事業（津市受託）【重点目標４関係】 

津北部東及び津一志地域包括支援センターにおいて、高齢者が住み慣れた自宅や地域で生活

できるように、介護・福祉・保健・医療等の関係機関や地域の関係者と連携を強化し、包括的

な支援に努めました。 

また、研修や会議はできる限りオンラインにて開催し、どうしても集まる必要のある地域ケ

ア会議等は少人数で開催しました。 

（１）相談件数 

ア 内容別相談件数                           （単位：件）                                   

 総合 

相談 

介護 

相談 

介護保険 

サービス 

その他

のサー

ビス 

ケアマ

ネジメ

ント等 

虐待・権

利擁護 
その他 合計 

介護 予防 

津北部東 1,179 19 22 3 3 0 4 12 1,242 

津一志 1,192 13 1,088 156 82 31 6 9 2,577 

合計 2,371 32 1,110 159 85 31 10 21 3,819 

 

イ 形態別相談件数                     （単位：件） 

 来所 訪問 電話 その他 合計 

津北部東 １９４ ２７２ ７６１ １５ １，２４２ 

津一志 １７４ ８３５ １，５１５ ５３ ２，５７７ 

合計 ３６８ １，１０７ ２，２７６ ６８ ３，８１９ 

 

（２）会議等による地域連携・多職種連携等の件数             （単位：件） 

 
地域ケア 

会議 

地域連携

会議 

多職種 

連携会議 

介護支援

専門員支

援研修等 

その他 合計 

津北部東 １４ ０ ０ ３ ４０ ５７ 
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津一志 １４ １９ ０ ２ ２５ ６０ 

合計 ２８ １９ ０ ５ ６５ １１７ 

 

（３）介護予防プラン作成件数           （単位：件） 

 作成件数 委託件数 合計 

津北部東 ５２６ １，５０１ ２，０２７ 

津一志 １，００９ ２，５３３ ３，５４２ 

合計 １，５３５ ４，０３４ ５，５６９ 

 

４ 要介護認定調査事業（津市受託） 

（１）介護保険要介護（要支援）認定調査 

津市の指定市町事務受託法人として、調査の正確性や公平性の確保に努め、津市全域の認

定調査を実施しました。 

新型コロナウイルス感染症の影響で減少していた更新申請の数は徐々に増加傾向にあり

ます。 

また、令和５年４月１日以降に有効期間満了日を迎える方は、原則通常通り更新申請を行

う必要があることから、今後、津市からの調査依頼件数は急激な増加が見込まれます。 

（単位：件） 

 

                               

   

 

  

 

（２）認定調査員研修会の開催 

研修名 開催日 内容、出席者数 

認定調査員現任者研修会 オンライン開催 

2月 3日（金）～ 

3月 31日（金） 

介護認定審査会の手順とポイント 

一次判定ソフトの基本的な構造 

認定調査の基本的な考え方 

基本調査項目のポイントと疑義へ

の対応 

（参加者数：職員２２人）  
 

 

 

 

 

 

 件数 

津市からの委託 １０，６２１ 

他市町村及び広域連合 ３３３ 

 合計 １０，９５４ 

※内９０件は他市町村よりの直接依頼分 
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Ⅴ 収益事業 

 

１ 自動販売機の設置 

自動販売機の売上による収益は、２，０５９，２１２円ありました。収益金は、地域福祉事

業の財源に充てるため、社会福祉事業区分へ繰り入れました。 

新型コロナウイルス対策の行動制限等の緩和により、当該事業収入は昨年度より増加となり

ました。 

公共施設等への自動販売機の設置  ２６台（１５か所） 
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＜巻末資料＞ 

 

Ⅰ 法人運営事業 

 

１ 円滑な法人運営 

（１）理事会・評議員会等の開催 

Ｐ３ 

ア 理事会の開催 

各理事会における審議事項等 

回数 開催日 審議事項等 

第１回 5月 6日（金） 

（決議の省略） 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会第１回評議員会の招集につい

て 

第２回 6月 3日（金） ・社会福祉法人津市社会福祉協議会第１回評議員選任・解任委員

会の招集について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会嘱託職員就業規則の一部改正

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会嘱託員就業規則の一部改正に

ついて 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会津市再任用職員就業規則の一

部改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会臨時職員就業規則の一部改正

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会登録ヘルパー就業規則の一部

改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会登録職員就業規則の一部改正

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会安全衛生管理規程の一部改正

について 

・令和３年度社会福祉法人津市社会福祉協議会事業報告及び決算

報告について 

・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第１号）

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会第２回評議員会の招集につい

て 

第３回 9月 13日（火） ・社会福祉法人津市社会福祉協議会会長の職務執行状況の報告に
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ついて 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会常務理事の職務執行状況の報

告について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会第２回評議員選任・解任委員

会の招集について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会育児・介護休業等に関する規

程の全部改正について 

・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第２号）

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会第３回評議員会の招集につい

て 

第４回 12月 13日（火） ・社会福祉法人津市社会福祉協議会第３回評議員選任・解任委員

会の招集について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会職員給与規程の一部改正につ

いて 

・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第３号）

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会第４回評議員会の招集につい

て 

第５回 3月 14日（火） ・社会福祉法人津市社会福祉協議会会長の職務執行状況の報告に

ついて 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会常務理事の職務執行状況の報

告について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会副会長の選任について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会福祉サービスに関する苦情解

決事業における第三者委員の選任について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会備品管理規程の制定について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会臨時職員就業規則の一部改正

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会登録ヘルパー就業規則の一部

改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会登録職員就業規則の一部改正

について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会補助金等交付規則の一部改正

について 
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・社会福祉法人津市社会福祉協議会ストレスチェック取扱規程の

一部改正について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会安全衛生管理規程の一部改正

について 

・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第４号）

について 

・令和５年度社会福祉法人津市社会福祉協議会事業計画について 

・令和５年度社会福祉法人津市社会福祉協議会当初予算について 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会第５回評議員会の招集につい

て 

 

理事会出席者数                           （単位：人） 

回数 
理事 監事 

出席者数 欠席者数 欠員数 出席者数 欠席者数 欠員数 

第１回 １０ ０ ０ ２ ０ ０ 

第２回 ６ ３ １ ２ ０ ０ 

第３回 ９ １ ０ ２ ０ ０ 

第４回 ６ ２ ２ ２ ０ ０ 

第５回 ８ ２ ０ ２ ０ ０ 

Ｐ３ 

イ 評議員会の開催 

各評議員会における審議事項等 

回数 開催日 審議事項等 

第１回 5月 24日（火） 

（決議の省略） 

・社会福祉法人津市社会福祉協議会理事の選任について 

第２回 6月 27日（月） ・社会福祉法人津市社会福祉協議会理事の選任について 

・令和３年度社会福祉法人津市社会福祉協議会事業報告及び決算

報告について 

・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第１号）

について 

第３回 9月 27日（火） ・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第２号）

について 

第４回 12月 23日（金） ・社会福祉法人津市社会福祉協議会理事の選任について 

・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第３号）

について 
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第５回 3月 23日（木） ・令和４年度社会福祉法人津市社会福祉協議会補正予算（第４号）

について 

・令和５年度社会福祉法人津市社会福祉協議会事業計画について 

・令和５年度社会福祉法人津市社会福祉協議会当初予算について 

 

 

評議員会出席者数                          （単位：人） 

回数 
評議員 監事 

出席者数 欠席者数 欠員数 出席者数 欠席者数 欠員数 

第１回 １４ ０ １ ― ― ― 

第２回 １０ ４ １ ２ ０ ０ 

第３回 １１ ３ １ ２ ０ ０ 

第４回 １０ ４ １ ２ ０ ０ 

第５回 １２ ２ １ ２ ０ ０ 

 

 

Ⅱ 地域福祉事業 

 

４ 地域福祉教育推進事業 

Ｐ１６ 

 ウ 福祉協力校推進事業 

福祉協力校名 

小学校 

養正小学校 

修成小学校 

南立誠小学校 

北立誠小学校 

敬和小学校 

育生小学校 

新町小学校 

藤水小学校 

高茶屋小学校 

神戸小学校 

安東小学校 

櫛形小学校 

一身田小学校 

白塚小学校 

栗真小学校 

片田小学校 

大里小学校 

高野尾小学校 

西が丘小学校 

豊が丘小学校 

誠之小学校 

成美小学校 

桃園小学校 

戸木小学校 

栗葉小学校 

榊原小学校 

立成小学校 

上野小学校 

黒田小学校 

千里ヶ丘小学校 

豊津小学校 

芸濃小学校 

明小学校 

草生小学校 

村主小学校 

安濃小学校 

明合小学校 

香良洲小学校 

一志東小学校 

一志西小学校 

家城小学校 

川口小学校 

大三小学校 

倭小学校 

八ツ山小学校 

美杉小学校 

（４６校） 



42 

 

中学校 高等学校 義務教育学校 

西橋内中学校 

南郊中学校 

西郊中学校 

一身田中学校 

一身田中学校国児分校 

久居中学校 

久居西中学校 

久居東中学校 

朝陽中学校 

芸濃中学校 

香海中学校 

一志中学校 

白山中学校 

美杉中学校 

（１４校） 

高田高等学校 

久居高等学校 

一志学園高等学校 

白山高等学校 

（４校） 

みさとの丘学園 

（前期課程） 

みさとの丘学園 

（後期課程） 

（２校） 

特別支援学校 

かがやき特別支援学校 

聾学校 

盲学校 

稲葉特別支援学校 

（４校） 

 

６ 一般介護予防事業 

Ｐ１８ 

ア 転倒予防教室 

開催地域及び参加者数                         (単位：人) 

開催日 開催地域 参加者数 開催日 開催地域 参加者数 

4月 28日（木） 津 ６０ 9月 22日（木） 津 ３１ 

5月 26日（木） 津 ６０ 10月 14日（金） 美里 ２０ 

6月 2日（木） 香良洲 ２２ 10月 27日（木） 津 ５５ 

6月 3日（金） 河芸 １３ 11月 24日（木） 津 ３５ 

6月 23日（木） 津 ５５ 11月 30日（水） 久居 １４ 

7月  7日（木） 香良洲 ２２ 12月 14日（水） 久居 １５ 

7月 28日 (木) 津 ３６ 12月 22日（木） 津 ４０ 

8月  3日（水） 美杉 １２ 1月 18日（水） 美杉 ２５ 

8月  4日（木） 香良洲 ２０ 1月 23日（月） 安濃 １９ 

8月 22日（月） 安濃 １９ 1月 26日（木） 津 ３３ 

8月 25日（木） 津 ３８ 2月 16日（木） 津 ４１ 

9月  1日（木） 香良洲 １８ 3月  3日（金） 芸濃 １６ 

9月  6日（火） 一志 １７ 3月 23日（木） 津 ３７ 

 

Ｐ１８ 

イ 認知症予防教室 

開催地域及び参加者数                       （単位：人）                        

開催日 開催地域 参加者数 開催日 開催地域 参加者数 

4月 15日（金） 津 １８ 10月 25日（火） 白山 ２３ 

5月 20日（金） 津 １７ 11月 18日（金） 津 １６ 

5月 31日（火） 美里 ２９ 11月 25日（金） 芸濃 １８ 
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6月 16日（木） 白山 １７ 12月  6日（火） 一志 １４ 

6月 17日（金） 津 １６ 12月  9日（金）  河芸 １４ 

6月 22日（水） 美杉 １６ 12月 16日（金） 津 １４ 

6月 23日（木） 安濃 １５ 1月  5日（木） 香良洲 ２１ 

7月 15日（金） 津 １４ 1月 19日（木） 久居 １２ 

8月 19日（金） 津 １４ 1月 20日（金） 津 １３ 

9月  8日（木） 芸濃 ２１ 2月  6日（月） 河芸 １１ 

9月 16日（金） 津 １５ 2月  9日（木） 白山 ２３ 

10月  6日（木） 香良洲 ２０ 2月 10日（金） 津 ２０ 

10月 11日（火） 一志 １７ 2月 14日（火） 美里 ２８ 

10月 21日（金） 津 １６ 3月 17日（金） 津 １３ 

 

Ｐ１８ 

ウ 家族介護教室 

開催地域及び参加者数                       （単位：人） 

開催日 開催地域 参加者数 開催日 開催地域 参加者数 

8月 20日（土） 津 ９ 12月 2日（金） 安濃 ４ 

9月 3日（土） 河芸 ８ 1月 19日（木） 白山 ５ 

11月 4日（金） 香良洲 １５    

 

 

 

Ⅲ 生活支援事業 

 

５ 生活福祉資金貸付事業（低所得者支援事業）  

Ｐ３０ 

  ア 通常相談件数及び貸付件数                          （単位：件） 

 津 久居 河芸 芸濃 美里 安濃 香良 洲 一志 白山 美杉 合計 

相談件数 １５６ ３２ ３ １ ２ ２ ０ ３ １８ ０ ２１７ 

貸付件数 ７３ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ８２ 

 

Ｐ３０ 

  イ コロナ特例貸付相談件数及び貸付件数                         （単位：件） 

 津 久居 河芸 芸濃 美里 安濃 香良 洲 一志 白山 美杉 合計 

相談件数 ２１９ ３１ １０ ０ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ２６４ 

貸付件数 １１０ １７ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ １３３ 
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６ 生活困窮者対策支援事業 

Ｐ３２ 

  緊急食糧提供事業地域別件数                           （単位：件） 

 津 久居 河芸 芸濃 美里 安濃 香良 洲 一志 白山 美杉 合計 

提供件数 １８０ ３５ ５ １ ０ １ ０ ０ ９ ０ ２３１ 

 


